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日時 :2015年 9月4日 (金)､3:00p.m.～4:30p.m.

場所 :日本記者クラブ大会議室 (内幸町プレスセンター ･ビル内)

主催 :歴史の真実を探求する学者有志の会

使用言語 :日本語

日本人の歴史家と連帯する｣(StaDdiz7gvn'tblZistob ofE7apaD)と題する19人のア

メリカ人歴史家の声明 (後に1名が加わり､最終的には20名となる)が､2015年 3月初

めに､アメリカ歴史学会 (AHA)の月刊の機関誌 『パースぺクテイヴズ ･オン･ヒス hlJ

-』(桝 veson助 に掲載されました｡この声明は､日本政府が米国マグロウ ･

ヒル社の歴史教科書の記述に重大な誤りがあるとして訂正要請を行ったことを批判する内

容となっています｡今回は､この米側声明に対する日本側学者の反論 (托buttal)です｡

なお､2015年 5月5日､欧米の日本研究者を中心とする187名の学者の ｢日本の歴史家

を支持する公開書簡｣(触 LetteTinSuppwtof助 torihnsinJapan)が公表され､安倍

晋三首相に歴史認識問題に対して大胆な行動をとるよう促しました｡この公開書簡に対す

る日本側反応 (署名者 110名)は､さる8月 6日､拓殖大学の渡辺利夫総長を中心に､日

本外国特派員協会 (FCCJ)で発表されました｡5/5付けの米側の公開書簡は､よりソフト

な内容ですが､われわれが今回対象とする ｢20人のアメリカ人歴史家の声明｣は､かなり

強硬な内容であり､これをしっかり批判しておこうという趣旨です｡

*問い合わせ先 ;山下英次 TEL:03-6425-8559､e一mai1:bellogos庵aE!ate.I)lala.or.jr)

今回の日本側反論の呼びかけ人 (9名)

長谷川三千子､埼玉大学名誉教授 渡部昇一､上智大学名誉教授

伊藤 隆､東京大学名誉教授 渡辺利夫､拓殖大学総長

北村 稔､立命館大学特別任用教授 山下英次､大阪市立大学名誉教授

西尾幹二､電気通信大学名誉教授 (名前の英語のアルファベット順)

田中英道､東北大学名誉教授

田久保息衝､杏林大学名誉教授



2015年 9月4日

｢20人の米国人歴史家の声明｣に対する 50人の日本人学者による反論

一般論としては､政府が教科書の内容に介入しない方が好ましい｡しかしながら､教科

書に明らかに事実誤認と認められるような記述があり､それがある特定の国家と国民の尊

厳を著しく損ねるような場合には､当該国政府が当該記述の訂正を求めるのは極めて自然

なことである｡問題となっているマグロウヒル社の歴史教科書はそれに該当する｡2015年

3月17日付けの19人の日本人歴史家有志による ｢McGraw-Hill社への是正勧告｣は､同

社の教科書の慰安婦関係の記述について､僅か2パラグラフ･計26行の中に8カ所も､明

らかな事実の誤りがあることを指摘した｡アメリカ政府が､もし同じ立場に立たされたと

したら､おそらく､日本政府とは比べ物にならないほどもっと遥かに激しいやり方で抗議

したことであろうO

｢20人の米国人歴史家の声明｣のタイ トルは､｢日本の歴史家に連帯して｣("Standing

withHistoriansofJapan")となっているが､同声明の中で高く評価している吉見義明教授

ですら､尋ねられれば､あの教科書については､何カ所も事実関係の間違いを指摘するで

あろう｡結局のところ､あの教科書の内容を全面的に支持する日本の学者は､おそらく皆

無であろう｡20名の米国人歴史家たちは､あたかも ｢亡霊｣と連帯すると言っているかの

ようである.

米国議会の要請により､省庁横断的な詳細な調査が行われ､2007年4月の米国IWG報

告書が提出されたが､第2次世界大戦中の慰安婦の問題については､日本政府の戦争犯罪

を示す文書は一つも発見されなかった｡これは､米国国家公文書記録管理局 (NARA)によ

って行われた大々的な調査の結果判明したものであり､2000年から7年間と3,000万ドル

をかけて､OSS (戦略情報局)､CIA (中央情報局)､FBI(連邦捜査局)､米陸軍対情報部

隊 (CIC)などが保有するドイツと日本の第2次世界大戦に関する機密文書が対象とされ､

両国について戦争犯罪があったかどうか吟味された｡日本については､142,000件の機密文

書が確認されが､慰安婦に関する戦争犯罪を示す文書は何一つ発見されなかった｡しかし

ながら､マグロウヒル社の歴史教科書も､20人の米国歴史家の声明も､このことには一切

触れていないO彼らが､同報告書の存在を知らなかったとたら､歴史家として不勉強の誹

りを免れないし､他方､知っていて意図的に触れなかったとしたら､学者としてのフェア

ネスが厳しく闘われることになる｡

マグロウヒル社の教科書には､｢慰安婦は天皇からの贈り物である｣とか､｢終戦に際し

て､証拠隠滅のために多数の慰安婦が殺された｣などという全く根拠のない表現も見受け

られる｡これらは､いずれも､あたかもフィクション作家による ｢創作｣のようであり､

本来､学者が書く歴史教科書には､決してあってはならないものである｡また､すでに述
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べたように､当該教科書の慰安婦の箇所については,僅か26行の中に8カ所も間違いがあ

ったわけであるが､その他の部分については､間違いがほとんどないとは考えにくい｡あ

の教科書全体の信濃性が問われるわけであり､これは､アメリカの歴史学会全体の名誉に

かかわる問題ではないだろうか?アメリカの歴史家は､日本政府に対する抗議声明を出す

より､米国の歴史教科書の内容の妥当性について､全面的な検討作業を開始するよう米国

内において然るべく働きかけ､また､自らもそうした方向で行動すべきである｡なぜなら

ば､アメリカの次の世代の人々が正しい歴史認識を持てるかどうかは､それにかかってい

るからである｡そして､それは､アメリカにとってだけでなく､国際社会全体にとっても

極めて重要なことである｡

*この文章は､アメリカ歴史学会 (AHA)の機関誌 『パースペクテイヴズ ･オン･ヒスト

リー』の2015年3月に掲載された ｢20人の米国人歴史家の声明｣に対する日本の学者

有志による反論である｡

畳星室 (ファミリー ･ネームの英語のアルファベット順)

青柳武彦､国際大学客員教授

荒木和博､拓殖大学教授

岡本幸治､大阪国際大学名誉教授

藤井厳喜､拓殖大学客員教授

藤岡信勝､拓殖大学客員教授

袴田茂樹､新潟県立大学教授

*長谷川三千子,埼玉大学名誉教授

秦 郁彦､元 ･日本大学教授

樋泉克夫､愛知大学教授

平間洋一､元 ･防衛大学校教授

稲村公望､中央大学大学院客員教授

石井 望､長崎純心大撃准教授

*伊藤 隆､東京大学名誉教授

金岡秀郎､国際教養大学特任教授

勝岡寛次､明星大学戦後史研究センター

*北村 稔,立命館大学特別任用教授

窪田哲夫､拓殖大学客員教授

久野 潤､大阪国際大学講師

馬淵睦夫､元 ･防衛大学校教授

松浦光修､皇学館大学教授

目良浩一､元 ･南カリフォルニア大学教授
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丹羽文生､

百地 章､

村瀬哲司､

中西輝政､

西舘数芽､

*西尾幹二､

西岡 力､

大原康男､

拓殖大学准教授

日本大学教授

京都大学名誉教授

京都大学名誉教授

岩手大学教授

電気通信大学名誉教授

東京基督教大学教授

国華院大学名誉教授

岡田 ･コリンズ マリ子､米国ワシントン州立セントラル ･ワシントン大学講師

酒井信彦､元 ･東京大学教授

石 平 ､拓殖大学客員教授

島田晴雄､千葉商科大学学長

島田洋一､福井県立大学教授

塩洋修平､慶鷹義塾大学教授

副島豊次郎､元 ･近畿大学教授

杉原誠四郎､元 ･城西大学教授

高橋史朗､明星大学教授

高山正之､元 ･帝京大学教授

*田久保忠衛､杏林大学名誉教授

*田中英道､東北大学名誉教授

田中哲二､タシュケント国立経済大学 (ウズベキスタン)名誉教授

鄭 大均､首都大学東京名誉教授

富岡幸一郎､関東学院大学教授

潮 匡人､

*渡部昇一､

*渡辺利夫､

八木秀次､

*山下英次､

吉原恒雄､

拓殖大学客員教授

上智大学名誉教授

拓殖大学総長

麗鐸大学教授

大阪市立大学名誉教授

元 ･拓殖大学教授 (計50名)

*印は､呼びかけ人 (9人)



September4,2015

50JapaneseAcedemL'cs'Rebuttalof地e20AmeTl'caDHl'stw2'aDS'StateR2eDi

Generallyspeaking,itisbetterthatgovernmentsdonotinterveneinthewrit,ing

ofhistorytextbooks.However,ifclear,factualmistakesarefoundintextbooks,andif

thosemistakeshaveextremelynegativeeffectsonthedignityofagivencountryandits

nationals,thenitisnaturalthatsuchacountry'sgovemmentrequestsrevisionsofthe

errors.WethinkMcGraw-Hill'stextbookisjustsuchacase.IntheirMarch17,2015

booklet''RequestingCorrectionsofFactualErrorsinMcGraw-HュllTextbook,"19

Japanesehistoriansidentified8apparentfactualerrorswithin26linesinmerely2

paragraphsconcernlngtheissueoftheCom払rtWomen,andthenrequestedthatthe

textbook'spublisher,McGrawIHill,correcttheseerrors.IftheUSgovernmentwasin

thesamesituation,itpresumablywouldhavetakenissuewiththepublisherand

authorofsuchan errorlladentextbook,inan incomparablyfiercermanner.

ThetitleoftheStatementofthe20AmericanHistorianspublishedintlle

March2015issueoftheAmeriCan HistoricalAssociation'S(AHA)magazine

PezISPeCtlvesoDEl'stG･Z･yis"standingwithHistoriansofJapan".However,even

ProfessorYOSHIMIYoshiaki,whomthe20AmericanHistoriansholdinhigh regardsin

theirStatement,couldidentifymult,iplefactualerrorsintheMcGrawIHilltextbook,if

hewereaskedtodoso.Weareafraidthat,inpointoffact,the20AmeriCan historians

wouldneverbeableto丘ndasingleJapaneseacademicianwithwhomtheycouldstand.

ItwouldbeasiftheywerestandingwithJapaneseghosts.

BoththeauthoroftheMcGraw-Hilltextbookandtheauthorsandco-signersOf

the20AmericanHistorians'statementnevermentionedtheIWG(hteragencyWorking

Group)ReportofApri12007,whichstatedthattheycouldnotfindanydocumentationt,o

showthattheJapanesegovernment'Scommittedwarcrimeswithrespecttothe

ComfortWomenduringtheSecondWorldWar.Thisreportwastheresultofvery

thorough researchbytheUSNationalArchivesandRecordAdministration(NARA).

NARAidentified142,000pagesofJapanese-relatedclassifieddocumentsheldbythe

OfficeofStrategicSeⅣices(OSS),CIA,FBIandUSArmyCounterintelligenceCorps

(CIC)andothers,andthisresearchtasktook7yearsandcost30milliondollars.Ifthe

Rut.horoftheMcGraw-Hilltextbookandthe20Am ericanhistoriansdidnotknowabout

theIWGReport,thentheyshouldbecensuredforperformlnganinadequatestudy;if



theydidknowabouttheIWGReport,butignoredit,thentheirimpartialityas

academiciansshouldbeseriouslyqlleStioned.

IntheMcGraw-Hilltextbook,therearephrasessuchas"thearmypresentedthe

womentothetroopsasagiftfromtheEmperor"and〝Attheendofthewar,soldiers

massacredlargenumbersofcomfortwomentocoveruptheoperation."Theseaccounts

arecompletelywithoutsupport,inghistoricalevidence.Writersoffictionhavelicenseto

createalternativerealitiesuslngtheirimaglnations,buthistorytextbookswrittenby

seriousscholarsshouldcontainnothingbutdemonstrabletruths.Furthermore,wehave

tosaythatthecredibilityoftheMcGraw-Hilltextbookasawholeshouldbeseriously

quest,ionedas8errorsoffact,inonly26lines,mentionedearlier,ontheComfortWomen

werefoundinthetextbook.Givenhowmanymistakeswerein]ustthesetwo

paragraphs,Onewouldseriouslywonderaboutthequalityoftheotherpartsofthe

textbook.ThisisaproblemthataffectstheprestigeofAmericanhistoriansasawhole.

Americanhistoriansneedtomakeane放)rttochecktheappropriatenessofAmerican

historytextbooksinAm erica,acrosstheboard,ratherthanpointfingersatthe

Japanesegovernmentwhenittriestocallattentiontotheseerrorsoffact.Theeffortsof

AmericanhistorianswilldeterminewhetherornotfuturegenerationsofAmericanswill

havethecorrecthistoricalview,whichwillbeextremelyimportantfortheUSaswellas

fortherestOftheworld.

*ThisisarebuttalbyJapaneseacademiesofthestatementby20Am eriCanhistorians

publishedintheMarch2015issueofPempectlvesonlTl'stwJEthemagazineofthe

AmericanHistoricalAssociation(AHA).
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HAKAMADAShigeki,NiigataPrefecturalUniversity
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HIIZUMIXatsuo,AichiUniversity

HIRAm Yoichi,NationalDefenseAcademyofJapan
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MERAKoichi,UniversityofSouthernCalifornia

NIWAFumio,TakushokuUniversity

MOMOCHIAkira,NipponUniversity

MURASETetsuji,KyotoUniversity

NAKANISHITerumasa,KyotoUniversity

NISHIDATEKazume,IwateUniversity

*NISHIOKanji,UniversltyOfElectro-Communications

NISHIOEATsutomu,TokyoChristianUniversity

0H-HARAYasuo,KokugakuinUniversity

OEADA-COLLINSMariko,CentralWashingtonUniversityintheStateofWashington,

USA

SAEAINobuhiko,UniversityofTokyo

SEKIHei,TakushokuUniversity

SHIMADAHaruo,ChibaUniversityofCommerce

SHIMADAYoichi,FukuiPrefecturalUniversity

SHIOZAWAShuhei,KeioGijukuUniversity

SOEJn吐AToyq'iro,KinkiUniversity

SUGUHARASeishiroh,JosaiUniversity

TAKAHASHIShiroh,MeiseiUniversity

TAKAYAMAMasayuki,TeikyoUniversity

*TAXUBOTadae,KyorinNiversity

*TANAXAHidemichi,TohokuUniversity

TANAKATetsu51,TashkentStateEconomicUnlVerSityinUzbekistan

TEITaikin,TokyoMetropolitanUniversity

TOMIOKAKoh-ichjro,KantoGakuinUniversity

USHIOMasato,TakushokuUniversity



*WATANABEShoh-ichi,SophiaUniverssity

*WATANABEToshio,TakushokuUniversity

YAGIHidetsugu,ReitakuUniverslty

*YAMASHITAEi]i,OsakaCityUniversity

YOSHIHARATsuneo,TakushokuUniversity (50academiciansintotal)

*9init,iatorsoftherebut.tat



2015年 9月4日 (金)

於 ･日本記者クラブ

日本側反論 (rebllttal)の基本的考え方

東京大学名誉教授 伊藤 隆

今回の呼びかけ人の一人の伊藤隆です｡今年 3月初めに公表された ｢20人のアメリ

カ人歴史家の声明｣(当初 19名であったがその後 1名増えて20名となる)は､慰安婦

の問題を扱っております｡私はマグロウヒル社の教科書の該当部分 (藤岡氏の翻訳)を

読んで､その記述の全く裾拠のない作りごとに驚惜しました｡これについては既に東都

彦氏等が具体的に批判をしておられ､同感しております｡ここでは､むしろ彼らの声明

を出している方々の学者･教育者としての姿勢に注目したいとと思います｡いくつか非

常に大きな問題点があると考えています｡ここでは､以下の4点を挙げます｡

第 1に､3月初めの ｢20人のアメリカ人歴史家の声明｣のタイトルは､｢日本の歴史

家と連帯して｣("StandingwithHistoriansofJapan")となっており､他方､5月5

日の｢187人の日本研究者の公開書簡｣の方は､｢日本の歴史家を支持して｣("InSupport

ofHistoriansinJapan")となっております｡いずれも､｢日本の歴史家｣に対する連

帯もしくは支持の姿勢を示しているという点で共通しています｡おそらく､彼らが言い

たいのは､｢日本の歴史家｣はわれわれ米国の歴史家と同じ考えだということでしょう｡

ここには､何か､安倍政権が､日本内外の言論を抑圧しており､それに対して､われ

われ米国人歴史家が ｢日本の歴史家｣と連帯して､安倍政権を牽制しようという政治的

考えがあるのではないかと思われます｡しかし､はたして､安倍政権が､いま､日本の

言論を抑圧しているということはあるのでしょうか? ここにお集まりのメディアの

方々に聞いてみたいぐらいですが､私には､むしろ逆に思えるのです｡8月14日の総

理の戦後 70周年の談話にしても､総理が､内外のメディアに追い込まれて､元々､考

えていた趣旨とは少なからず離れた主張をせざるを得なくなったという事情があるの

ではないかと疑っています｡

ところで､現在のアメリカの歴史家の主流は､左派的な思想の持ち主のようであり､

とりわけ､日本研究者にそうした傾向が強いようです｡それに､ライシャワー教授等が

主流であった頃と比べると､現在のアメリカの日本研究者の研究の質は､遥かに劣って

いると見る人も少なくありません｡これが､大問題です｡
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また､｢日本の歴史家｣と言っているのは､誰のことでしょうか.彼らが連帯できる

と思っているは､歴史学研究会の人たちなど日本の左派の歴史家たちではないでしょう

か｡確かに現在のところ､彼らは多数派かもしれませんが､当然のことながら､私のよ

うに､それと異なる意見の歴史家も多くいますし､また､歴史以外を専門とするものの､

近現代史について､歴史学研究会とは異なる見方で精力的に発言している日本の学者は､

いまやたくさんいます｡歴史家だけが､歴史について､発言する資格があるなどという

ことは､無論ありません｡

第2に､｢20人のアメリカ人歴史家の声明｣は､日本政府が米国歴史教科書における

事実関係の重大な誤りについて訂正要請したことに対して､｢検閲｣とか ｢介入｣だと

して､非難していますが､日本政府には､そもそも､米国の歴史教科書を検閲する権限

は全くないわけですから､｢介入｣とか ｢言論の自由に対する侵害｣だという批判は当

たりません｡

第3に､具体的に歴史的事実の間違いをいくら指摘されても､これを無視し､事実を

直視しようとしない姿勢が甚だ問題です｡すなわち､彼らは､きちんと教科書の記述を

読んだのであろうか疑わしく思えます｡具体的な議論を避け､われわれの指摘を､ひた

すら無視しようとしているように思われます｡非科学的な (unscientific)姿勢と言う

ほかはありませんoすなわち､彼らの学者としての姿勢が問われますOまた､教科書の

出版社であるマグロウヒル社も､訂正を完全に拒否しているわけであり､全く同じ非科

学的な姿勢をとっています｡

第4に､彼ら米国の歴史家たちは､自分たちの次の世代のアメリカ人に対する正しい

歴史教育にあまり関心がないようにみられることです｡事実関係に重大な誤りが歴史教

科書の中に多数あると指摘されているのに､それを検証しようともせず､日本政府を非

難しています｡彼らの教育者としての姿勢も厳しく闘わねばならないでしょう｡

なお､歴史の評価は､少なくとも100年ぐらいたたないと固まらないとよく言われ

ますが､第2次世界大戦終了からまだ70年なのですから､いま､新たな歴史認識が出

てくるのは当たり前です｡むしろ､これから､第2次世界大戦について､新たな歴史認

識がどんどん出てくるでしょう｡ちなみに､今年は､第 1次世界大戦の開始から101

年になりますが､同大戦の歴史的評価が固まったとはまだ決して言えない状況です｡

彼らは､すぐに我々を修正主義者 (revisionist)と批判しますが､開かれた心と自由

な思想の持ち主ならば､修正 (revision)に対して､常にオープンな姿勢を取らなけれ

ばならないはずです｡我々を､修正主義者と批判する人たちの姿勢は､科学的とは言え
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ないわけであり､そもそも知識人としてあるまじき態度ではないかと考えますC｢それ

こ ろ う
では､あなた方は固晒な守旧派 (bigotedoldguard)ではないですか｣と､こちらか

ら逆にレッテルを貼りたくなります｡



日本人歴史家による ｢20人の米国人歴史家の声明Jに対する反論

2015年 9月 4日於 ･日本記者クラブ

田中英道

東北大学名誉教授､文学博士 (日､仏)､日本国史学会代表理事

アメリカのマ グロウヒル社の高校生向けの世界史教科書では､日本の ｢従軍慰安婦｣問題を二

十六行で書いているが.そこに八カ所も誤 りがあることが､日本側の研究者から指摘された｡誤

りは､ニ ト万人も ｢強制連行｣され､彼女らが ｢天皇からの贈 り物Jだったなどと書いているの

であるO当然の事ながら､日本の外務省が抗議 したところ､それに対してアメリカの歴史学会の

19人(後に 20人)が､日本政府の検閲は､学問の自由を脅かすものだ､と抗議 したO私は､その

抗議は､歴史的事実に即して誤りであることを指摘できるが､すでに伊藤先生をお話しになった

ので､別の観点から反論したい｡それは ｢日本政府の検閲は､学問の自由を脅かすものだ｣､と

いう発言である0日本の外務省が､外国で日本のE;益を犯すものに､常に抗議するのは､世界共

通の当然の行為であるoそれなら我々学者が抗議 したら､彼らはこう答えたであろうかO

つまりこの発言自体に､彼らの政治に対する誤った態度があるということである｡その態度自

体に､アメリカ日本学者の偏向性､党派性を感 じ､反論するものであるO

アメリカの日本学者が､内容のこと自身を学問的に再検討 して､これに答えるのが研究者とし

て正しい態度である｡なぜそうした態度を取らず､すぐさま､こうした日本の政府に対し､政治

的な反論を出すのであろうか｡つまり､内容の是非よりも政府から抗議されたこと自体に､学問

の自由を侵す､という軽卒な態度自体､学問的態度よりも､イデオロギー的偏見をもっている学

者であることを感 じることが出来るOつまり､日本政府のような権力は常に悪であり､常に反対

しなければならない､というフランクフル ト学派的な ｢隠れ共産主義｣の思考方法である｡

もともと政治社会は権力のもとに動くのは当然であり､社会主義国では最悪の権力政治を行っ

ているこては､ソ連圏の崩壊でおわかりだろうO問矧 ま､その権力の行 う内容そのものが問うべ

きなのに､権力自体が悪である､という思想的態度は､史実を常にこうした思考法で見ているこ

とを意味する学者たちの偏見に強い危倶をもつものである｡マルクス主義イテオロギーの権力論

の誤謬を信じている不勉強な人々である､とい うことなのである｡



声明では､20人の学者が､日本学者と連帯して､と言っているが､その日本学者の名に､吉

見義明 .中央大学商学部教授を一人あけ上げているGたしかに日本にも事実をよく調-ない､最

初から左翼 ･党派的な学者も多くいるC

Lかし､連帯したはずの吉見教授の ｢従軍慰安婦｣の見解は､決して ｢学問｣的であるわけで

はないO同教授は､朝鮮や台湾において日本軍が奴隷狩りや強制連行をした資料はないと言/)て

いるにも関わらす､河野談話の ｢朝鮮半島は日本の統治下にあって､その (慰安婦)募集･輸送 ･

管理も甘言と強圧など全体的に本人の意志に反してなされた｣という言葉を肯定しているのであ

る｡前は ｢自由意志｣の場合も強制性があった､と述べていたが､現在はその場合は奴隷制 ･強

制性はないと見解を変えているo要するに､こ3,i,も日本がアジア諸国を ｢侵略｣したか､しない

か､という問題と同じで､軍部が関与した強制連行という､資料がない虚構を､左翼的イデオロ

ギーでわざわざ作りだしているのである｡朝日新聞が吉EEl清治偽証を長く認めなっかのと同じ態

度であるO

アメリカの日本学者が､左翼的偏見を持っていることは､戦後の風潮でいたしかたがないかも

しれないが､それが､事実そのものを見る眼を曇らせていることに気づかねばならない｡それは

学者としての良心を犯すものであるOおかしいのは､日本学者が､戦後の GHQの CtE((民間情

報教育局)がつくった War Guilty InformatlOllProgram(戦争罪障報道計画)にひっかかってし

まったのは､占領 Fで仕方がないにしても､アメリカの学者までも､そのアメリカ政府が命じた

政策を､批判していない点である｡この ｢従軍慰安婦問題｣も､ ｢南京大虐殺｣も､二の CIE

に去ってその計画に従って作られた ｢大平洋戦争史｣によって程造されたものであることをしら

なければならない｡さらに二二二十年､アメリカ公文書館から出されたOSS(戦術局)の文書に｢日

本計Ll｣が 1942年 6月に書かれ､そこに天皇を象徴 として残す 旨も書かれていた｡ ヴ

ェナノ文書 もまたハル ノー トが ソ連スパイによって書かれていた ことを明 らかにして

いるO戦争自体､当時左翼が多かったルーズベル ト大統領下のアメ リカ政府が誘導 した

ことの証拠が数々出てきていることを知るべきなのである｡

いずれにせ よ､今回のマグロ- ヒル社教科書の誤 りを認め､撤回させるように､アメ

リカ日本学者は協力すべきなのである｡



2015年 9月4日

参考資料 :若干の背景説明

時系列的に振り返ると､今回の事の発端は､2014年 11月3日､『産経新聞』朝刊の 1面

に米国マグロウ･ヒル社の高校歴史教科書 『伝統と交流』(加 dltI'onsaDdEDCOunteES)の

中の日本軍の慰安婦問題に関する記述に重大な事実誤認が含まれているとの報道であった｡

それを踏まえ､わが国の外務省 (担当課-アジア大洋州局地域政策課)が､同年 11月から

12月にかけてニューヨーク総債事館を通じて､教科書の発行元であるマグロウヒル ･エデ

ュケーション社に対して記述を是正するように要請した｡また､同教科書の該当部分の執

筆者であるハワイ大学のハーバー ト･ジーグラー准教授に対しては､同じ時期に､ホノル

ル総飯事館を通じて､本邦外務省が記述の修正を要請した｡なお､同教科書の該当部分の

記述については､付属資料 1(英文)及び付属資料 2(邦訳)を参照｡

それに対して､｢日本人の歴史家と連帯する｣(β由DdZngwj'thEl'storl'ansofJapaD)と

題する19人のアメリカ人歴史家の声明 (後に1名が加わり､最終的には20名となる)が､

2015年 3月初めに､アメリカ歴史学会 (AHA)の月刊の機関誌 『パースぺクテイヴズ ･オ

ン ･ヒス トリー』(Perspectl'T7eSODEl'stwy)に掲載された.この声明は､日本政府が教科

書の記述に対して ｢介入｣したことを批判する内容となっている (詳しくは､付属資料 3

および付属資料 4を参照)｡

それに対して､秦郁彦 ･元日本大学教授を中心とする19人の日本人歴史家有志は､2015

年 3月 17日､｢McGraw-Hin社への是正勧告｣と題する冊子 (付属資料 5)をまとめ､同

社教科書の慰安婦問題の記述に数多くの重大な事実誤認があることを指摘した｡具体的に

は､当該部分の記述は僅か2パラグラフ､26行にすぎないが､その中に8カ所もの事実誤

認があることを指摘した｡なお､この内容は､3月17日午後､日本外国特派員協会 (FCCJ)

で開催された討論会において､秦郁彦 ･元教授から報告され､海外紙 『ワシントン ･ポス

ト』を含め多くのメディアによって報道された.

その後､2015年 5月5日､米国の日本研究者を中心とする学者 187名の ｢日本の歴史家

を支持する公開書簡｣(OpenLetterl'nSupportoflTl'stoz･IansinJapan)が公表され 安倍

晋三首相に歴史認識問題に対して大胆な行勤をとるよう促した｡本年 8月に予定されてい

た安倍総理の戦後 70周年談話 (実際には閣議決定後 8月 14日発表)を見据えてのことと

だったとみられる｡また､同年 5月19日､この公開書簡への賛同者は270名増えて､合計

約 460名に達したことが判明した｡

他方､マグロウヒル ･エデュケーション社は､誠に遺憾ながら､2015年 5月 14日､産

経新聞社の取材に対して､面会要請を拒否した上で､書面で､歴史教科書について､如何

なる修正にも応じないと回答したとのことである (5月16付け 『産経新聞』で報道)｡

本年 5月5日付けの 187名 (後に460名に増加)の米側声明 ｢日本の歴史家を支持する

公開書簡｣に対する日本側反応 ｢慰安婦に関する米学者声明への日本の学者からの返答｣(署
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名著 110名)が､8月6日､日本外国特派員協会で公表された｡

しかしながら､3月初めに発表された ｢20人の米国人歴史家の声明｣に対する日本側反

論はまだ出ていないので､今回は､それについて署名を募り､公表しようということであ

るO｢20人の米国人歴史家の声明｣は､歴史の事実を直視しようとしないかなりの強硬論で

あり､日本の学者として､これをしっかりと批判しておこうという趣旨である｡

大阪市立大学名誉教授

山下英次
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日本記者クラブにおける会見資料

歴史の真実を探求する学者有志の会

歴史問題に関する日米間のや り取 り-タイムライン

･2014年 11月 :米国のロス ･アンジェルス市を中心に使用されている加州公立高校のた

めのマグロウヒル社 (本社-ニューヨーク)の歴史教科書『伝統と遭遇』

(7}adz'tlons&EncouDterS)に､慰安婦関連の事実と著しく異なる記述

があることが判明 (『産経新聞』2014年 11月3日)｡記述内容のうち著

しく問題のある箇所は､例えば以下の通り｡｢日本軍は､14-20歳の女

性を20万人も強制的に徴用し､軍属させ､(慰安所)と呼ぶ売春宿で働

かせた｣､｢終戦時､その活動を隠蔽するため､多くの慰安婦が日本軍に

よって虐殺された｣､｢日本軍は慰安婦を天皇からの贈り物として軍隊に

捧げた｣など｡- この本の初版は､2000年であるが､最初から同じよ

うな表現の事実と異なる記述があることが､後に判明

･2014-12-05:日本,歴史学研究会委員会 (委員長-久保亨)､同年 10月15日付け声明の

英訳を発表

･2014年 12月初め :本邦外務省が､ホノルル総領事館員を通じて､マグロウヒル社の歴

史教書の当該部分を執筆したハワイ大学のハーバート･ジーグラー

准教授に対して､事実と異なる部分について訂正を要請

･2014年12月半ば :本邦外務省は､ニューヨーク総叙事館を通じて､マグロウヒル ･エ

デュケーション社のCEO(デイヴィッド･レヴィン)と面談し､高

校歴史教科書の慰安婦に関する記述に深刻な誤りがあることに加

え､日本政府の立場と相いれない部分があるとして是正を要求.

･2015101102:アメリカ歴史学会 (AHA)の総会 (於 ･ニューヨーク)において､学

者有志が集まり､のちに､3月初めに公表する ｢19人のアメリカ人歴

史家の声明｣の文案が作成される

･2015-01-15:2014年 12月半ばの本邦外務省のマグロウヒル ･エデュケーションの高校

歴史教科書の慰安婦に関する記述に関する是正要求に対して､同社は､学

者の意見は一致しているとして､その要求を拒否する旨､同日回答｡また

､別途､外務省は､当該部分を執筆したハワイ大学のハーバート･ジー

グラー准教授にも要請を行っていたが､同氏も是正要求を拒否したoWiH

St.JoumBlの報道 (1/16)

- しかし､外務省アジア大洋州局地域政策課に問い合わせたところ､
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日本政府としては､まだ､マグロウヒル社からの回答を待っている

とのこと｡報道内容は､マグロウヒル社が､メディアに対して､一

般論を述べたにすぎないと理解しているとのこと

･2015-02-05:この頃､｢19人アメリカの歴史家の声明｣が､公表前の段階で､インターネ

ットに漏れ出る

･2015-03-02:19人のアメリカ人歴史家の声明 ｢日本の歴史家と連帯する｣を公表

;アメリカ歴史学会 (AHA)の月刊機関誌 『パースペクテイヴズ･オン･

ヒストリー』に発表｡後に賛同者が一人増え､20名となる｡

･2015-03-17:秦邦彦など19人の日本人歴史家有志､マグロウヒル社の高校歴史教科書に

ついて､｢McGraw-Hill社への是正勧告｣(全25ページの冊子)を発表 (於 ･

日本外国特派員協会):僅か26行の文章中に8カ所の事実の誤りを指摘

･2015-05-05:187名の欧米学者､公開書簡 ｢日本の歴史家を支持して｣を公表

･2015-05-14:マグロウヒル社､『産経新聞』に対して､面談要請を拒否した上で､教科書

を訂正しないと書面で通告 (5/16付 『産確新聞』が報道)

･2015-05-19:187名の欧米学者による公開書簡に対する賛同者が270名増えて､約460

名になる

･2015-05-25:日本､歴史学研究会など16団体の声明

･2015-06-08:和田春樹ら17名と287人の声明 (日英韓の3各国語)

･2015-08-06:110人の日本人学者の声明 ｢慰安婦に関する米学者声明への日本の学者から

の返答｣を発表 (於 ･日本外国特派員協会)

;5/5の ｢187人のアメリカの日本研究者の公開書簡｣に対する日本側返答

(response)

･2015-09-04:｢(20人の米国人歴史家の声明)に対する50人の日本人学者による反論

(rebuttal)｣を発表 (於 ･日本記者クラブ)
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登壇者の紹介

伊藤 隆 :1932年東京出身｡東京大学文学部国史科卒業,同大学院人文科学研究科国史

専攻修士課程修7｡東京大学文学部教授､埼玉大学大学院教授､政策研究大学院

大学 (GRIPS)教授などを経て､現在 ･東京大学名誉教授｡著書 ;『昭和初期政

治史研究』(東京大学出版会､1969年)､『日本の近代 16日本の内と外』(中央公

論新社､2001年)､『歴史と私一史料と歩んだ歴史家の回想』(中公新書､2015

年 4月)ほか多数｡

田中英道 :1942年東京出身O東京大学文学部フランス文学科､美学 ･美術史学科卒業｡

仏ス トラスブール大学博士号取得｡東北大学文学部教授､ローマ大学客員教授､

ボローニヤ大学客員教授,新しい歴史教科書を作る会会長､国際教養大学特任

教授を経て､現在 ･東北大学名誉教授 ･文学博士O著書 ;『イタリア美術史』(岩

崎美術社､1990年)､『新しい日本史観の確立』(文芸館､2006年)､『日本と西

洋の対話』(講談社出版サービス ･センター､2010年)､『日本の歴史 本当は何

がすごいのか』､(育鵬社､2012年)ほか多数｡

山下英次 :1947年東京出身｡慶鷹義塾大学経済学部卒業｡東京銀行に入行し､調査部､

国際投資部､海外部などに勤務後､1988年大阪市立大学に移籍｡同大学大学院

経済研究科教授､欧州大学研究院 ((EUI)ロベール ･シューマン高等研究所客

員フェローなどを経て､現在 ･同大学名誉教授 ･経済学博士｡著書 ;『ヨーロッ

パ通貨統合-その成り立ちとアジアへのレッスン』(勤草書房､2002年)､『国際

通貨システムの体制転換一変動相場制批判再論』(東洋経済新報社､2010年)な

ど｡近現代史に関する論文 ;｢日米歴史戦争に備える｣､『歴史通』(ワック出版)

2015年 9月号､pp.82-102､など｡

(司会)

茂木弘道 :1941年東京出身｡東京大学経済学部卒業｡富士電機､国際羊毛事務局を経て､

1990年に世界出版を設立｡現在･｢史実を世界に発信する会｣(代表-加瀬英明)

事務局長｡著書 ;『小学校に英語は必要ない』(講談社,2001年)､『文科省が英

語を壊す』(中公新書ラクレ､2004年)など



付属資料 1:'20AmericanHistorians'statement'(原文)

StandingwithHistolliansofJapan

Ashistorians,weexpl･esSOlユI･dismayatrecentattemptsbytheJapanesegovernment

tosuppressStatementsinhistollytextbooksbothinJapanand.e18eWher.eaboutthe

euphemisticallynamed-rcomfolltWOmen'IwhosufFeredunderabrutalsystemofsexual

exploitationinthesel･viceoftheJapaneseimperialallmyduringWorldWallII.

HistorianscontinlletOdebatewhetherthenumbersofwomenexploitedwereinthe

tensofthollSand801tthehlユndl･edsofthousandsandwllatplleCiserolethemi1itaryplayed.

intheirpごOClユZ.ement.Yetthecallefu11･eSearChofhistorianYoshimi YoshiakiinJapanese

governmentarchivesandthetestimonialsofsurvivollStboughOutAsiahaverendelled

beyonddisplltetheessentialfeaturesofasystem thatamountedtostate-sponsor.ed

sexual81avexly.Manyofthewomenwereconscriptedagainsttheirwi1landtalこentO

Stationsatthefrontwhere払eyhadno五･eedomofmovement.Survivorshavedescribed

beingrapedbyo盟cersandl〕eatenforattemptingtoescape,

AspartofitsefForttopromotepatrioticeducation,theplleSentadminiBh･ationof

PX.imeMhistellShinzoAbeisvocallyquestioningtheestablishedhistoryofthecomfort

women and seekingtoeliminatereferencestothe皿 in schooltextbooks.Some

conservativeJapanesepoliticianshavedeployedlegalisticargumentsinordertodeny

stateresponsibilities,whileothersilaVeSlander.edthesulVivol･S.Rightwingexh･emists

threatenandintimidatejouElnalistsandscholaごSinvolvedindocumentingtheSyStemand

thestol,iesofitsvictims.

WerecognizethattheJapanesegovernmentisnotaloneinseekingtonarllatehistory

initsownintelleSt,IntheUnitedStates,stateandlocal'boardsofeducationhavesought

tolleWXliteschooltextboo太stoobsmllleaCCOllntsofA舟icanAm ericanslaveryorto

eliminate"unpahlioticIJl･eferencestotheⅥetnam Wail,foilexample.In2014,Russia

passed a law criminalizingdissemination ofwhatthegovellnmentdeemsfalse

informationaboutSovietactivitiesdllringWorldWarII.Thisyeal･S,OnthelOOth

anniverlSaryOftheArmeniangenocide,aTu止ishcitizencanbesenttoJ･ailforasserting

thatthegovernmentbearsreSPOnSibility･TheJapanesegovellnment,however,isnow

dilleCtlytargetingthewol･1こOfhistoriansbotha,thomeandabroad.

OnNovember7,2014,Japan-SForeignMinistllyInstructeditsNewYorkConsulate

Genel･altoaskMcGraw-HillpubLshellStOCOllreCtthedepictionofthecom如 twomenin

itsworldhistol･ytextbook Tl･adI'tI'onsandEllCOUDlel･S:AGhbalPellSPeCtlveonthePast,



coauthoredbyhistorians王壬erbel.iZieglerandJenlyBentley.

OnJantlally15,2015,theWalZStl･eetJourxzalreportedameetingthattookplacelast

Decembellbetween Japanese diplonlatS and McGl.aW-Hill1･epresentatives. The

publishexlrefusedtheJapanesegOVellnmentrSl･eq11eStforel･aSureOftwoparagra-phs,

statingthatscholarshadestablishedthehistoricalfactsaboutthecomfolltWOmen.

OnJantlary29,2015,theNewYol･bTl'mesfurthel"ePOrtedthatPzlimeMinistel'

dilleCtlytargeted.thetextbookduringaparliamental･ySession,Statingthathe-■waS

shocked''tolean thathisgovemmenthad"failedtocolllleCtthethingslit]Shouldhave:I

Wesupportthepub一isherand.aglleewithauthorHerbelltZieglerthat,nogovernment

shouldhavethelligbttocensollhistory.Westand.withthemanyhistoriansinJapanand

elsewherewhohaveworked.tobringtolightthefactsabout.thisandothel･atrocitiesof

WorldWalt年Ⅰ.

Wepracticeandproducehistorytolean fLIOn thepast.Wethereforeopposethe

effortsofStatesOrspecialintereststoplleSSurePlユblishellSOrhistorianstoaltellthe

resultsoftheirlleSearChforpoliticalpurposes.

Jej7emyAdelman

WJelBIZl'Cobb

Alen'sDuddeD

Sab血eFllLTbstuch

Cal･01Gluck

SheldoLUaWUn

MalTkHealeJ,

Mlh 'amK'LZgSbel･g

NEkolayKoposov

PrincetonUPI-verSI'lw

Unj'versl'tyofaLZZBeCtlcui

UDll′朗･81'tvofCozzLZeCtlcut

UDl'vel吻 ofCa助 ･Bl-a,SaptaBa1-ba}･a

ColU皿bl'aUm'vBLISl'ty

Prl'LZCetonUJ71vellSlty

UnlrVel･Sl'lJ7,0fCoDneCtl'cui

Um'vel･SItyofColoTBdo

aeol･glalhstltuteofTeL2Anolow

Petel･KuzBl'ch A122el･Ical2UDJ'TrBllSl'ty

PatTl'cMaDnlDg UBll7eZSllyofPJ'itsbul･g･h

DeTdDPendas BostonCollegle

MalyhSelden ComellUBl'vel･El'ty

FLlanZl'skaSel･aPkE'm BostonCollege

StelaDTa1Zaka UBJ'vel･61'tyofCalTTomz'a,SapDlego

lull-aAdeDeyTnomas NotTeDameUnl'vel的 ′

JeuTeyWasselrStl･Om Ulll've).Sl'tyofCallToml'a,Zl･VE'ne

7鮎odo17eJuLZToo Um'velleI'tyofHawBiLI

Hel･bel･tZlegler Un1'vel･SltyofHawall'

AnhewGordoD,Harvard竺1'7ersl'ty(最後に追加的に参加)L
Edlltol･'sNote.'TYll'slettepol･18maEedB･omaDl'D血･malmeetlnglheldaitlleAE4A17nUal

MeetI'ngonJanualy2,20151nNewYol.ACz'ty



付属鞠 2:｢20人のアメ一十力人歴史家の声明｣(付- 1の邦訳)/

｢日本の歴史家たちと連帯する｣

日本政府は最近､第二次世界大戦中に日本帝国陸軍の野蛮な性的搾取制度のもとで坤

吟した ｢慰安婦｣についての国内外の歴史教科書の記述を削除させようとしているが､

われわれは歴史家として落月旦の思いをここに表明する｡

歴史家たちは､搾取された女性の数が数万なのか数十万なのか､その調達に関して軍

はどのような役割をはたしたのか､論争を続けている｡だが､歴史家 ･吉見義明の日本

政府公文書館での綿密な調査と､アジア全域にわたる生存者の証言によって､国営性奴

隷制というべきシステムの本質的な特徴が議論の余地無く明らかになっている｡女性達

の多くは､みずからの意思に反して徴用され､移動の自由のない前線の駐屯地に連行さ

れた｡生存者たちは､軍人に強姦され､逃亡しようとして殴打されたことを生々しく語

っている｡

安倍晋三首相の現政権は､愛国心教育を推進する努力の一環として､慰安婦について

の確立した歴史に公然と異議を唱え､教科書の記述を削除させようとしている｡保守系

の政治家の中には､国家の責任を否定するために法律的議論を持ち出す者もいれば､生

き残りの慰安婦を侮辱する者もいる｡右真の過激派は､慰安婦制度と犠牲者の話を記録

する作業に従事するジャーナリストや学者を脅迫し威嚇している｡

みずからの利益に合わせて歴史を語ろうとするのは､日本政府だけではないことをわ

れわれは認めるoアメリカ合衆国では､州や地方の教育委員会が､例えば､アフリカ系

アメリカ人奴隷制を暖味にするように教科書を書きかえようとしたり､ベトナム戦争に

ついての ｢非愛国的｣記述を削除しようとしたりしている｡2014年､ロシアでは､

第二次世界大戦中のソ連の行動について政府が誤情報と認定したものを拡散すると犯

罪とされる法律が成立した｡今年はアルメニア人大虐殺事件100周年にあたり､トル

コ政府に責任があると主張したトルコ市民は誰でも牢屋に送られることになった｡しか

しながら､日本政府は､国内外の歴史家の著作を直接狙い撃ちしているのである｡

2014年11月7日､日本の外務省はニューヨーク総領事に指示し､マグロウヒル

社に対して､ハーバー ト ジーグラーとジェリー .ベントリーの二人の歴史家が書いた

同社の世界史教科書 『伝統と遭遇-過去-のグローバルなまなざし』の中にある慰安婦

の記述を訂正するよう求めた0

2015年1月15日､ウォールストリー トジャーナルは､昨年12月に日本の外交

官とマグロウヒル杜の代表との間で行われた会合について報道した｡二つのパラグラフ

の削除を求める日本政府の要望に対して､学者たちは慰安婦に関する史実を確立してい



ると述べて､同社はこれを拒否した｡

2015年1月29日､さらにニューヨークタイムス臥 日本の首相が国会審議の場

で､直接､件の教科書を問題として取り上げ､政府が ｢なすべき修正に失敗した｣こと

を知って ｢衝撃を受けた｣と語ったと報道したQ

われわれは出版社を応援するとともに､いかなる政府も歴史を検閲する権利を持たな

いとする著者ハーバー ト ジーダラーの見解に同意する｡われわれは､日本だけでなく

どこの地域であろうと､第二次世界大戦の慰安婦問題その他の暴虐行為に関する事実を

明るみに出そうと働いている多くの歴史家たちと連帯する｡

われわれが歴史を研究し､歴史を書くの臥 過去から学ぶためである｡従って､われ

われは漕 版社や歴史家に圧力をかけ､その研究成果を離 朗 目的のために書き変えさ
せようとする国家や特定の利益集団の動きに反対するものである｡

ジェレミ一 .エイデルマン JezemyAdelmaD プL)ンス トン大学

W ･ジェレイニ ･コブ WJelam'Cobb コネティカット大学

アレクシス ･ダデン AleLP'sDudden コネティカット大学

サビーヌ･プラスタック SBbl･neFmhstuchカリフォルニア大学 サンタ ･バーバラ校

シェルドン ･ギャロン SheldonGa1,OD プリンストン大学

キャロル ･グラック CBmlGIuck コロンビア大学

マーク･ヒ-リー MaulhHealey コネティカット大学

ミリアム .キングバーグ MEu'amK-ngsbelrg コロラド大学

ニコライ ･コポソヴ jVikoIByKoposov ジョージア工科大学

ピーター ･カツニック Petel･Kuznl'cbアメリカン大学

パ トリック ,マニング PC7tl･1'eMannizlgピッツバーグ大学

デヴイン･ペンダス Dev:iz2Pendas ボストン大学

マーク.セルデン Ma11{Selden コ-ネル大学

フランジスカ ･セラフイム Franzl'shESel･aPh'm ボストン大学

ステファン･タナカ StefaLZTTanaka カリフォルニア大学 サンディエゴ校

ジェフリー ･ワッサーストム Jelj･eyWasserstom カリフォルニア大学 ア-ヴァイ

ン校

テオドール .ジュン ･ヨー Theoda三･eJunRoo ハワイ大学

ハーバート ジーグラー Hel･bertZl'eB:1ellハワイ大学

編集者による注記 このアピールは､2015年1月2日､ニューヨーク市における

アメリカ歴史学会年次大会の折りに開かれた非公式の会合に由来するものである｡

(藤岡信勝訳)



付属資料 3:マグロウヒル社の歴史教科書 (慰安婦部分の記述)一原文

J.H･BentleyandHerbertF･Zieglel･,Traditions & Encounters:A Global

perspectiveonthePast,McGraw-Hill,2011,5th.edition,p･853･

Com鞄 rtWornerJWornen'sexperjcncesinwarwerenot

alwaysennoblingOfenlPOWel･ing.TheJapanesearmyforC-
1blvrecruited,conscripted,anddragoonedasmanyastwo

hndredthousalldwomenagefourteentotwelltytOServe

inrllilitarybrothels,calledrtornforrhouses"or;'collSOlatjon

centers."ThearmypresentedtheⅣ0memtOthetroopsas

agiftfrom theemperor,andthewomencamefromJa主)al
71eSeCOJoniesSuchasKorea,Taiwarl.and朗ニanchuriaand

from occupiedterritoriesinthePhilippinesandelsewhere

insoutheastAsia･The皿 ajorityofthewomencamefrom
JtoreaandChina.

Onceforcedintothisimperialprostitlltionservi(:C,the
ucく)mfol･tWomen"cateredtobetween-LWentyandthil.tyme王l

eacllday,Statiolledinwarzones,the-omenoftencoLJronted
thesameriSkSaSSoldiers,andmaI巧,becameCasualtiesof

war.OtherswerekilledbyJapanesesddiers,especiallyif

theytriedtoescapeOrCOntraCtedvenerealdiseases･Attile
end()ithewar,soldiersmassacredhrgenl皿bersofcomfort

womentocoveruptheoperation.T士leimpetuSbehindtile

estabHslllnentOfcomforthousesforJapanesesoldier㌔came

良onthehol･rOrSOfNanjing,whe_,ethemas srapeofChinese

womenhadlakcrlPhce.IntryingtoavoidsudlatrOdties,
theJapa11e5ea1-mYA.cl･eatedanotherhot.fOl･Ofwar･comfQl.t
womenwhosu1-Vivedthewa1-expel-ieilCeddeepshameand

laidtheirpastorfacedshunrllngbytheirfamilies･They

foundlittlecombrtorpeaceafterthewarL



付属資料 4:マグロウヒル社の歴史教科書 (慰安婦部分の記述)一邦訳

慰安婦

戦時における女性の経験は､常に､気高いもの､力を与えるものばかりであ

ったわけではない｡ 日本軍は､｢慰安所｣ないし ｢慰安施設｣と呼ばれる軍用

売春宿で働かせるために､最大で20万人にも及ぶ14歳から20歳までの女

性を､強制的に募集し､徴集し､制圧した｡日本軍は､部隊に対し､天皇から

の贈物であるとして､これら女性を提供した｡これら女性は､朝鮮､台湾及び

満州といった日本の植民地､また､フィリピン及びその他の東南アジア諸国の

占領地の出身である｡女性の大半は朝鮮及び中国の出身である｡

いったんこの帝国の売春サービスに強制的に組み込まれると､｢慰安婦｣た

ちは､一日あたり､20人から30人の男性の相手をさせられた｡戦闘地域に

配置され､これら女性はしばしば､兵隊らと同じリスクに直面し､多くが戦争

犠牲者となった｡他の者も､逃亡を企てたり､性病にかかったりした場合には､

日本の兵士によって殺害された｡戦争の終結に際し､この活動をもみ消すため

に､多数の慰安婦が殺害された｡日本兵のための慰安所の設置の背景には､中

国人女性に対する大量強姦の発生した南京の恐怖があった｡そのような残虐行

為の発生を回避するために､日本軍は別の戦争の恐怖を生み出した｡戦争を生

き延びた慰安婦たちは､深い恥辱を経験し､過去を隠したり､または､家族か

ら絶縁を受けたりしたo彼女らは､戦後も､慰安や平静を得ることはほとんど

なかったo (外務省仮訳)



付属資料 5:19人の日本人歴史家有志による ｢McGraw-Hill社への是正勧告｣

McGl･aW-Hill社-の訂正勧告

2015年3月 17日

19人の日本人歴史家有志

前 文

2015年2月11日の産経新聞は､米国の公立高校等で使われている世界

史の教科書に､旧日本軍による慰安婦強制連行など事実と異なる記述がある問

題で､昨年11月と12月に日本の外務省が出版元のマグロウヒル社と執筆者

のジーグラー教授 (ハワイ大学)に訂正を申し入れたことを報道した｡2月7

日の東亜日報､2月 10日のワシントン ･ポス トも同様の記事を掲載した｡

それが契機となって､ 1月2日の全米歴史学会の年次大会にさいし､19人

の歴史家有志が､アレクシス ･ダデン教授 (コネティカット大学)がとりまと

め役で､吉見義明教授に代表される ｢日本の歴史家たちと連帯｣して､出版社

と執筆者を日本政府の ｢検閲｣から守ろうと呼びかける声明を作成､学会の月

報 3月号 (3月2日発行)に掲載された (別添資料 1参照)0

われわれは外務省が申し入れた内容は知らされていないが､マグロウヒ/レ社

の教科書 『伝統と遭遇』の第5版853ページで ｢慰安婦｣と題した記述を検分

すると､多くの不適切な箇所を発見した｡とりあえず､下記のような8箇所の

事実誤認部分 (①～⑧)に限定して､理由を付し､マグロウヒル社が自発的に

是正されるよう勧告するものである｡

教科書のコラムのテキス ト

以下に､マグロウヒル社の教科書の書静情報と､コラム ｢慰安娩｣の全文

を掲載する｡続いて､文中に①から⑧まで下線を引いた箇所について､コメ

ン トで問題点を指摘 した

∫.H.BentleyandHerberとF.Ziegler,Traditions&Encounters:AGlobal

PerspectiveonthePast,McGraw-Hill,2011,p.853.

ComfortWomen Women■sexperiencesinwarwel'enotalwaysennoblingo1.

empowerlng･TheJapanesearmy①forciblyrecl-uited,conscri幽 and

dragooned②Pmanyastwohundredthousandwomen③敬 重urteentotwenty

toserveinmilitarybrothels,calledlrcolnforthousesrlor"consolationcenters'P.



Thearmypresentedthewomentothetroops㊥asaEift鉦omtheemperor,and

thewomencam efromJapanesecoloniessuchasKorea,Taiwan,andManchuria

and舟omoccupiedterritoriesinthePhilippinesandelsewhereinsoutheastAsia･

The⑤mW a.

Onceforcedintothisimperialprostitutionservice,也e"comfortwomen''

cabredto⑥betweentwentvandthirtvmeneachday.Stationedinwarzones,

thewomenoftencon丘onted⑦thesamerisksassoldiers,andmanybecam e

casualtiesofwar.OtherswerekiuedbyJapanesesoldiers,especiallyifthey

triedtoescapeorcontractedvenerealdiseases.Attheendofthewar,soldiers

⑧massacredlargenumbersofcomfortwomentocoveruptheoperation.The

≡.pme竃 bhSf.Ssh.efNE ETwehnetreOfmceo慧 慧 ?fEoL禁 霊 .7mseol慧 Sfme

place･htryingtoavoidsuchatrocities,theJapanesearmycreatedanother

horrorofwar･Comfortwomenwhosurvivedtheware叩erienceddeepshame

andhidtheirpastor血cedshunmngbytheirfamilies.Theyfounduttlecomfort

orpeaceafterthewar.

コメント

① forciblyrecruited,conscripted 19人の米歴史家の声明で､連帯する日本の

歴史家たちの中でただ一人実名で言及されている吉見義明は､著書の中で､慰

安婦のうちの ｢最多は (コリアン ･ブローカーに)だまされて (deceived)｣

慰安婦になった､と記している (Yoshimi Yoshiaki,ComfortWomen,Columbia

UhiversityPress,2000,p.103)o

吉見は日本のテレビの討論番組でも､ ｢朝鮮半島における強制連行の証拠は

ない｣と述べている｡

朝鮮半島における慰安婦の調達では､当事者の多くは朝鮮人が占めており､

関係者の相互関係の全体像は､次の模式図で表される｡

.JapaneseLocalTroops

卜 contrad ー l l

Parent → Brokel → BrothelOwnerorPimp --- comfortStation

択orean) (Korean) (Kol･eanandJapanese) conLracl 1
E jt s.ldier

Daughter (JapaneseandKorean)

② asmanyastwohundredthousandworpenこの数字は過大すぎるo秦郁彦は

⑤で示したように､約 2万と推計､吉見義明は ｢最低でも5万人前後｣ (『歴



史学研究』845号､2008年､p.4)と記述 している｡また､⑥の解説を

も参照せよ｡

③ agefわurteentotwenty1945年フィリピンで米軍の捕虜になった慰安

婦 20人 (日本人 11,朝鮮人6,台湾入3)の調査カー ドによると､うち1

9人が20歳以上であるO (USNationalArchivesJRG389-PMG)otwenty は

twentiesと修正すべきであるO

④ asagiflfromtheemperor 教科書としては､国家元首 (nationalhead)に対

する､あまりに非礼な (tooimpolite)表現であるo

⑤ majorityofthewomencame丘omKoI･eaandChina 秦の推計では､全慰安婦

数は約 2万人で､そのうち最も多数を占めるのは日本人の約8000人､朝鮮

人はその半数の約4000人､Chineseandothersは約8000人であった｡

⑥ betweentwentyandthirtymeneachday ②と⑥ほ､きわめて誇大な数字で

あり､自己矛盾 (self-contradiction)の関係にある｡｢20万人の慰安婦｣ (②)

が ｢毎日20人～30人の男性を相手にした｣ (⑥)とすれば､日本軍は毎日

400万回～600万回の性的奉仕を調達したことになるo他方､1943年

の日本陸軍のoverseas兵力 (strength)は約 100万であった｡教科書に従えば､

彼らは全員が ｢毎日､4回～6回｣慰安所にかよったことになる｡戦闘する暇

も､まともに生活する暇さえもなくなる｡

⑦ thesamel･isksassoldiel･5 慰安婦と看護婦は戦闘地域ではない後方の安全

な場所で勤務していたo前線 frontlineで兵を慰安婦の護衛に割く余裕はなか

ったO

⑧ massacredlargenumbersofcomfoltWOmen 根拠史料は何なのか｡もしそう

いうことがあれば､東京裁判や各地の BC級軍事裁判で裁かれているはずであ

るが､そういう記録はない｡何人を､いつ､どこで殺害したか､証拠がなけれ

ば教科書に書くことは適切でない｡秦は､慰安婦の死亡率を日赤看護棉 (26,

295人)の死亡率4.2%とほぼ同じと推定した｡ (秦 『慰安婦と戦場の性』p406)



19人の日本人歴史家有志

泰 郎彦 DruLl'koEA2:4 日本大学

*
明石 陽至 YoLui'ARASHZ 南山大学

麻田 貞雄 SadaoASADA 同志社大学

鄭 大均 DaehyIZDCWtWtF首都大学東京

藤岡 信勝 NobzlhatsuFtjmOLZu 拓殖大学

古田 博司 戯 ･oskiF乙研m:A 筑波大学

芳賀 徹 ToLnIE4品4 東京大学

長谷川毒千子 hGckikojuSEα1脱 輪玉大学

平川 祐弘 Suhehll･OE+RAluWl 東京大学

百地 章 AltillaMCMOCEZ 日本大学

中西 席政 TemmasaNABaNLgEZ 京都大学

西岡 カ TsutomuN+SEJOE4 東京基督教大学

呉 善花 SoLZfa OH 拓殖大学

大原 康男 Yasuo OだだA毘4 国学院大学

酒井 信彦 NobuJ5111roSAE47 東京大学

島田 洋一 YoLl'ehl'SHLu A 福井県立大学

高橋 久志 Hl'SaEh'2:A]uE4SHf上智大学

高橋 史朗 ぶち滋.oA2:M SET 明星大学

山下 英次 Elji'rAh44ASHJTA 大阪市立大学

*名前の順番は､ファミリーネームの英語表記のアルファベット順としたo


